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一般国道２号 福山市引野４丁目交差点の整備効果について 
 
 

一般国道２号福山市引野４丁目交差点について、平成２２年１２月に右折レーン

設置等の整備を行い１年が経ちました。この度、対策実施後の交通事故の状況につ

いて確認を行うとともに、アンケート調査を行い効果を取りまとめましたので、お

知らせします。 

 

【概要】 

■ 事故対策 

上り線の右折車線設置により事故が減少！！ 

■ アンケート結果 

ヒヤリハットが約４０％減少！！ 

利便性が約５０％向上！！ 

右折車線設置により安全性が約９０％向上！！ 

   

  詳細は、別添資料をご参照下さい。  

   

問い合わせ先 

国土交通省 中国地方整備局 福山河川国道事務所  

        （技）副所長      藤原
ふじわら

 光雄
みつお

（内線205） 

【担  当】 道路管理第二課長    鳥山
とりやま

 義則
よしのり

（内線441） 

             TEL 084-923-2553（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ道路管理第二課） 

TEL 084-923-2620（代表） FAX 084-923-2517 

            ホームページhttp://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/ 

【広報担当窓口】調査設計第二課長  荒木
あらき

 勲
いさお

 TEL 084-923-2620（代表） 

幹線道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル 緊急通報♯９９１０へ 

福山市市政記者ｸﾗﾌﾞ

福福山山河河川川国国道道事事務務所所  お知らせ 
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一般国道2号 引野町4丁目交差点【効果検証】
【位置図】引野町4丁目交差点の概要

右折レーン設置

至 尾道市

写真①

◎交差点の概要
当該箇所は福山市内中心部より東へ約5.0kmのところに位置し、

一般国道2号と南北方向の市道が接続している交差点である。
西側にJR東福山駅があり、北側には高校や商業施設等がある。
南側は鋼管町へ繋がり、交通需要が高い交差点である。

◎改良前の問題点
・S50年代に校区が分離され横断歩道橋は通学路として利用されていない。
・地元のニーズは横断歩道橋よりバリアフリー化が望まれている。
・上り線は右折レーンが無かったため、直進車が無理な車線変更を行い、

車両相互の追突事故が発生。

◎改良後の効果検証
検証：追突事故発生件数

←写真①

至 尾道市

横断歩道橋撤去
⇒歩道拡幅
⇒バリアフリー化
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右折レーン
設置前

検証 追突事故発生件数

件数

横断歩道設置右折レーン設置
⇒右折車による直進車の妨げを解消

横断歩道移設 ⇒ 乱横断防止

自転車横断帯設置
⇒歩行者と自転車を分離し安全を確保

右折レーン
設置後

追突事故

移設

右折レーン設置により
追突事故件数が減少!!

引野町4丁目交差点

【H23】【H22】

H22追突事故
4件

H23追突事故
1件

＜分析結果＞

検 証：追突事故発生件数【上り線側】
データ：平成22年：4件 → 平成23年：1件
分 析：上り線側に右折レーンが設置され、

右折待機車両を回避（車線変更）する
直進車が減った結果・・・
⇒追突事故が減少!! 

写真②

至
尾
道
市

至 笠岡市

検証

↑
写
真
②

【交差点改良実施】

広島県

至 尾道市

至 笠岡市

横断歩道間が近くなり、迂回距離が短くなり、
スムーズに移動できるようになりました

引野町４丁目交差点

撤去

横断歩道橋撤去
横断歩道移設
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横断歩道の利用状況

夕方ピーク時

至
尾
道
市

至
笠
岡
市

写真①

3.0m

横断歩道橋撤去後 W=1.5m→3.0m

写真②

右折車線設置

横断歩道設置

旧横断歩道橋位置

至 尾道市

至 笠岡市

写
真
①
↓

写真②→

自転車横断帯設置

←写真③

至 笠岡市 写真③

右折車線の利用状況

右折車線の設置

至 尾道市
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右折関連

右折・マナー関連

交通マナー関連

自転車関連

歩行者関連

信号機関連

交差点の食違い

その他

ヒヤリハット体験の比較

61%が右折に関する要因

【右折車線設置後のヒヤリハット体験】

44％減

【交差点全体のヒヤリハット体験の有無】

向上した 向上していない

どちらともいえない 無回答

【横断歩道橋撤去による利便性の向上】

思う 思わない

どちらでもない 無回答

【横断歩道設置による利便性の向上】

増えた 変わらない

減った 無回答

【右折車線利用頻度の増減】

向上した 向上していない

どちらともいえない 無回答

【右折車線待機時の安全性】

緩和された 緩和されていない

どちらともいえない 無回答

【直進車の渋滞緩和】

横断歩道橋撤去および右折車線設置
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5％

39％
向上!! 向上!! 増加!!

向上!!
緩和!!

・見通しが良くなった。
・歩道が広くなった。

・階段の昇り降りが無くなり楽に
なった。

・今までは手前の交差点を利用して
いたが、この交差点で右折するよ
うになった。

・追突の不安が解消され安心
して通行できるようになった。

・渋滞が少なくなり流れが良く
なった。

1%

一般国道2号 引野町4丁目交差点【アンケート結果】

◆アンケート対象地域【緑丘地区・引野地区】
⇒全体の約1/3の回答が得られました

①交差点全体のヒヤリハット体験
⇒ヒヤリハット減少【約40%減▼】

②右折車線設置後のヒヤリハット体験
⇒右折に関するヒヤリハット解消【約40%減▼】

③横断歩道橋撤去・④横断歩道設置
⇒利便性向上!! 【約50%】

⑤右折車線利用頻度の増減
⇒利用頻度増加!!【約40%】

⑥右折車線待機時の安全性
⇒安全性向上!! 【約90%】

⑦直進車の渋滞緩和
⇒渋滞緩和!! 【約50%】

1％

【平面図】

↑
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④

高齢者の横断歩道利用状況

至
尾
道
市

至
笠
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市

高齢者の横断歩道の利用形態が変化
⇒バリアフリー化が望ましい

◎アンケート結果から【整備後】

歩道幅員

上り線

35％減

移動距離8m短縮

①

②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦

引野町4丁目交差点～これまでの経緯～

写真④

◆経緯
・引野小学校の通学路として横断歩道を利用
・S43年横断歩道橋設置 ⇒ 通学路の安全を確保
・S51年緑丘小学校、S59年一ツ橋中学校ができ校区が分離
・通学路としては利用されなくなった

↓
・交差点整備計画討議会【整備前】

⇒アンケートを実施【緑丘地区・引野地区】約1/3回答
1)横断歩道橋の利用頻度は低くなった
2)今後の高齢化社会を見据えバリアフリー化を望む
3)上り線側に右折レーンの設置を望む

◆ヒヤリハット体験とは・・・
危険な目に遭いそうになって、ひやりとしたり、はっとしたりすること。
重大な事故に発展したかもしれない危険な出来事。

電動カート

横断歩道延長
L=16m ⇒ L=19m

撤去 移設




